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昭和38(1963）年4月1日に京都大学附置研究所として設置された原

子炉実験所は、創設50周年を迎えました。設置に至るまでには多くの

歳月を要しましたが、その経緯とその後の歴史の中で築かれた関係自

治体等との関係は、原子炉実験所の活動の基盤です。地元の熊取町は

もちろん、泉佐野市、貝塚市並びに大阪府をはじめとする多くの関係

者のご理解、ご支援をいただいています。厚くお礼申し上げます。

設置以降の歴史は大きく二つに分かれ、その前半は、昭和39

(1964）年に初臨界に達した研究用原子炉（KUR）の共同利用が始ま

り、多くの研究者によって、広い分野の多様な研究が展開された昭

和の時代です。中性子のビームや照射を利用して、中性子物理や中

性子散乱から保健物理や廃棄物処理に至るまで、多種多様な研究

が行われました。並行して、電子線形加速器、y線照射装置、京都大
学臨界集合体実験装置（KU仁A）などが整備されましたが、いわゆる

2号炉（高中性子束炉）の計画については安全性に関する地元の理

解が得られないまま撤回するととになりました。乙の撤回以降が後

半となる平成の時代です。

平成に入ってからは、KURによる特徴的な研究の進展と新中性子

源の開発を図る方向へと進んできました。そして国立大学の法人化

とともに始まった第1期中期目標・中期計画では、KURの低濃縮化と

次期中性子源開発の基礎固めを行いました。KURは、このため運転

を一時休止しましたが、平成22(2010）年第2期中期目標・中期計画

の開始とともに運転を再開しました。第2期に入ってからは多くの関

係コミュニティの支持を得て共同利用・共同研究拠点としての活動

を行っており、ホウ素中性子捕捉療法（BNσ）のように顕著な成果も

得られています。研究炉や加速器を用いる研究計画は日本学術会議

のマス空 プランで大規模研究計画のーっとされており、その進展

に努めているところです。

原子炉実験所のある熊取キャンパスは、関西国際空港にも近く、圏

内だけでなく、世界、特にアジア諸国との国際的な研究拠点として有

利な立地です。原子炉実験所を軸に、その研究成果を地域社会や産業

に還元する仕組みを構築し、もって原子力の平和的利用の促進と国民

の理解を促していく構想も熊取町・大阪府・京都大学によってまとめら

れています。国際化を視野に、その実現に向けて努めて参りますので、

引き続きご支援、ご指導を賜りますよう宜しくお願いいたします。

京都大学原子炉実験所長森山裕丈

との写真は、KURの炉心空ンクを炉室に設置した時（1963年頃）の

ものです。乙の後、炉心亨ンクは生体遮へいコンクリ 卜に覆われて

しまい、その後は表面を見る（点検する）ととはできません。もしも、

アルミ製の炉心安ンクが腐食して孔があいてしまうと、一次冷却水が

漏洩してしまいます。これを修復することはほぼ不可能であり、廃炉

を考えざるを得ません1）。従って、との炉心安ンヲの寿命が、KURの寿

命を決めることとなります。



KURは、1964年に初臨界に達した後、定格出力の増加（1968年）、

燃料の低濃縮化（2010年）等を達成しています。との問、設備の改修

やトラブル等による長期停止の期間もありましたが、福島原発事故

後も運転を継続し、これまで（2012年度末）の総運転時聞は74,000

時閣を超え、積算出力も3億1千万kWh以上となり、中性子源として

重要な役割を果たしています。

との炉心安ンクを設置したときには、まさかso年も使われ続けると
いう乙とは考えていなかったと思いますが、設置当時から炉心安ンク

の健全性が炉の寿命を決定するとの考えがあり、ヲンク表面にコ

ティングを行い、さらに重コンクリ 卜打設の際に傷がつかないよう

に布製の保護材を巻くなどの、できる限りの対策を講じていますヘ

KUR運転開始後も、日常の水質管理に加え、炉心安ンクの漏洩検査、

外観検査を毎年行っており、また、1996-7年にはコンクリ 卜への水

の回り込み防止策として、炉心安ンク横にあるサブプールの二重化及

び生体遮へい内埋設配管の改修を行いました。これらの対策等によ

り、1991年、1999年及び2006年に実施した詳細調査（溶接に関する ・1975年～1984年（新しい研究用原子炉のための実験）
健全性調査及びヲンク内面のほぼ全域にわたる肉厚測定）では、建

設当時の健全性が維持されていることが確認されています。

とのようにKURがso年経った今でも利用可能なのは、「始め」に実
施した十分な対策とその後の管理方法が「良し」で、あったためとい

えます。今後は、引き続きできる限りの方策を実施するごとに加えて、

必要な人材を育成するととが、乙れからのKURを「良し」とするととも

に、その後の新たな展開に必要なことと思います。

1）武蔵工大炉は、炉心空ンクの腐食が原因で廃炉することとなりました。

2）柴田俊〆原子炉お節介学入門f 宮事務所

低出力の原子炉（KUCA）の歴史
核変換システム工学研究分野三湾鍛教授
京都大学原子炉実験所には臨界実験装置（KUCA）という最大出

力がlOOW（短時間のみlkW）という非常に出力が低い原子炉があ

ります。出力がSOOOkWのKURは主に原子炉で作られる中性子を利

用するととを目的として運転しているのに対して、KU仁Aは原子炉の

基礎的な特性を調べたり、新しい原子炉を開発するために圏内の研

究者の共同利用施設として用いられています。とのKUCAの歴史を

10年ごとに区切って簡単に振り返ってみます。

・1974年（運転開始）
KUCMこはA,B,Cという3つの異なった原子炉があります。そのうち

Aと仁は比較的順調に運転開始となったのですが、Bについては当時
の日本国内の著名な原子炉の専門家が集まって実験を進めていた

にも関わらず原子炉はなかなか臨界にするととができず、結局夜中

の2時過ぎまで掛かつてようやく臨界を達成しました。KUCAの運転

はこのような苦労の末に始まったものです。

KUCAの建設目的の1つとして、新しい研究炉を作るための基礎実

験を行う乙とが挙げられていました。重水を反射体にした円筒形の

炉心を計画していたため、そのための実験を京都大学の職員が立

案し、他の大学の研究者の方に協力をして頂きながら実験を行って

いました。

•1985年～1994年（各大学独自の原子炉実験）
研究炉のための実験が一区切りっき、圏内の原子炉物理の研究者

の方々 が独自の発想で実験を計画して利用されるようになりました。

•1995年～2004年（加速畿の利用、放射線計測実働
KUCAには中性子を発生させることができる加速器があるため、

原子炉のみではなく加速器を組み合わせた原子炉実験や、KURのよ

うに中性子を利用する乙とを目的とした放射線計測のための実験も

行われました。



・2005年～現在（加速器駆動システム実験，学生実験の充実） 上の写真は、トラックによって運ばれてきた新しし剖Co線源の様

子を撮影したものです。同仁o線源は、そのままでは非常に強いy線
を発して危険なため、それを遮へいするための分厚い格納容器（銀

色のもの）に収められています。さらに、トラックで運搬するときには

それに頑丈な力バ （青色のもの）をかぶせて安全に輸送できるよ

うに配慮されています。実験所に到着した新しい線源は、カバーを

外した後、右の写真のようにクレーンで装置の設置されている建物

の中に搬入されます。建物の天井には開口部があり、通常は鉄板で

覆われたコンクリ 卜製の分厚い蓋でふさがれていますが、線源更

新の際はとの蓋を外して開口部から線源格納容器の出し入れを行

います。建物の内部に運び込まれた線源は、蓋を閉めた後に遠隔操

作で格納容器から取り出され、装置の中に収められます。

線源の交換自体は、ポット程度の大きさの線源を入れ替えるだけ

の簡単な作業ですが、十分な安全を確保するために、1年以上前か
FFAGという陽子加速器とKU仁Aを組み合わせた世界初の加速器 ら綿密なプランを練り、大がかりな機材を利用して危険のないよう

駆動システムの実験が開始されました。また運転当初から行ってき に計画を進めて行く必要がありました。今でもこの写真を見ると責

たKU仁Aを用いた学生実験が運転時間全体の約1/3を占めるように 任の重大さが思い出されて身の引き締まる思いがします。
なり、圏内のみならず、韓国やスウェーデンなと、の圏外の若手の人材

を育成するために積極的に利用されるようになっています。

KUCAは様々な炉心を組むととができ、しかも加速器も組み合わ

せても行うことができるという世界的にも珍しい貴重な原子炉です。

近年は 部の装置を最新のものに更新して安全に運転を継続する

乙とができるように務めており、研究のみならず園内外の学生に対

する原子力教育の拠点としての活動を継続していきたいと考えてお

りますので、今後とも関係各位の皆様からの温かいご支援を賜りま

すようよろしくお願い致します。

コバルト60ガンマ線照射議置の線源更続
粒子線物性学研究分野佐簾信浩助教

原子炉実験所には、研究用原子炉以外にも放射線を用いた実験

をするための施設がいくつかあり、コ／＼ル卜60力、ンマ線照射装置も

その一つです。乙の装置はω仁Oという放射性元素から放出されるy
線を利用した実験を行うための装置で1968年に設置されました。そ
れ以除新しい材料を創り出すための研究や生物に対する放射線の

影響を調べるための研究など様々な分野の研究のために、全国の

大学や研究機関の研究者が来所して実験を行ってきました。

この装置では、最大414兆Bq（ベクレル）の放射能強度を持つ＇°Co

線源を使用するととができますが、放射能強度は時間とともに減衰し

ω仁Oの場合5年で約半分になってしまいます。そのままでは実験に使

うととができないほど強度が弱くなってしまいますので、との装置が

設置されて以降、5年を目安に新しい線源に入れ替えるための更新作
業を行ってきました。とれまでに7回の線源更新が実施されてきまし

たが、最近では2008年に更新作業が実施されました。乙のときの線源

更新作業の様子を撮影したものがととに示す写真です。



原子力基礎工学研究部門・資麓泰司教授

鍋でお湯を沸かすとブクブクと水が沸騰する。

「ブクブク」の正体は沸騰により発生した蒸気の泡

である。注意深く鍋の底を観察すると泡は均一に

発生しているのではなく、鍋底の限られた位置か

ら発生する乙とがわかる。沸騰によって生じる蒸

気の泡は「気泡核」と呼ばれる固体表面の微小な

キズの中で成長する（したがって、ガ、ラスのように「つるつる」の表面

では突沸が起こる）。沸騰はエアコンや冷蔵庫、さらに火力発電や原

子力発電システムの中で、も起乙っており、熱効率や安全性を追求す

る上で重要な現象である。火力や原子力で、は、燃焼や核分裂によっ

て生じた熱で水を沸勝させ、発生した蒸気でヲービンを回して電気

をつくるが、沸騰によって蒸気を作る 方で熱源を冷却する働きが

あるととを見逃してはならない。冷却が不十分であれば、伝熱管や燃

料の温度上昇につながり、最悪の場合は破損につながる。福島原発

事故では冷却不能のためメル卜ダウンに至ったととを見ても、冷却

技術の重要性が理解できると思う。

さて、沸騰による冷却効率は、流体の条件（温度や流速）だけでな

く、液体に接する団体の表面状態にも影響を受ける。先に述べたよう

に壁面の小さなキズで、蒸気泡が発生するため、表面の組さによって

影響を受けるが、一方で壁面の濡れ性によっても影響を受ける。フラ

イパンなどのテフロン加工は撒水性となり水をはじき、逆に特別な

表面処理を施した場合には、親水性となり水に濡れやすくなる。

｜開問伽寿命変化に関向研究

原子力基礎工学研究部門同位体製造管理工学研究分野・大微動教授

放射性同位体は指数関数的に壊変して減少し

ていきますが、統計的にとれが半分となるのに要

する時聞を半減期と呼び、寿命の目安となります。

原子核の壊変にはG線を出すG壊変，。線を出

す戸壊変などがありますが、その伊犠変のひとつ

である軌道電子捕獲壊変は、原子核内の陽子が

原子核位置に存在する軌道電子を取り込んで中性子に壊変する現

象で、その確率は原子核位置での電子密度に依存します。代表的な

軌道電子捕獲壊変核種てある放射性ベリリウムー7C'Be：，陽子4個と

中性子3個からなる原子核）原子では、原子核に近いK殻（1s）やL殻
(2s）の電子雲を持ち、その存在はかなりの確率で原子核内までにも

及んでいることが知られています（図内）。またこの＇ Beの電子は化学

結合や金属結合などの周りの環境に大きく影響を受けやすく、その

ために原子核位置での存在確率が変化します。原子核内に存在する

電子の数が増えると陽子にとらえられる確率が増え、半減期が短くな
り、逆に存在する電子の数が減ると陽子にとらえられる確率が減っ

て、半減期が長くなります。との現象は1947年にセグレらによって予

測され、その後、＇Beを用いた多くの実験がなされてきましたが、その

変化は0.1%程度にしかすぎませんでした。
私たちは大きな半減期変化を実現すべく、との＇ Beを特殊な環境

に閉じ込め、その半減期測定を行ってきました。私たちが注目した物

質は1985年に発見されたサッカーボール型の分子であるフラーレ

ン（（60）で、この寵の中に＇Beを閉じ込めることから始めました。ここ
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酸化金属面に紫外線やガンマ線を照射すると親水性となる乙とが

知られているが、当研究グルプでは陽子線を照射しても、壁面の

濡れ性が改善されることを突き止めた。さらに壁面の濡れ性が向上

すると、壁面での泡の生成に影響を与え、熱負荷が高い領域で冷却

効率を改善できることがわかった。

濡れ性を改善させるためには化学

的な表面処理を行うことも可能で

あるが、一般に使用とともに効果が

無くなってしまう乙とが多い。核エ

ネルギーシステムの冷却において

は、核エネルギー特有の放射線を

用いて濡れ性および熱効率、ひい

ては安全性を高める乙とができれ

ば、まさに「濡れ手にアワ」である。
図1：ガンマ線照射前後の壁面に水

当実験所には、豊富な照射設備滴を落とした様子
と熱特性実験設備があり、今後も核 （照射後には接触角が小古くなり、親
エネルギ システムの効率と安全水性になっているととがわかる）

性向上に寄与できるような研究を

行えれば幸いである。

では原子核反応のエネルギをそのまま用いることで＇ Beを（60内

に入れるととに成功し、半減期変化を調べるととが可能となりまし

た。実は＇Beの半減期は約53.3日で、この期間で＇Beの半分が＇Litこ壊
変します力九その正確な半減期を得るのには3半減期以上仰甘半年）

の安定した測定が必要となります。乙の装置の開発にも時閣を要し

ましたが、現在は安定して精密に半減期の測定を行うととが可能と

なっています。極端な例として、仁60内の＇Be試料と金属Be内の＇Be試
料をSK(268℃）と室温（20℃）で半減期変化を調べる実験を行いまし

た。その結果、冷却された仁60内の＇Beの半減期は52.45日と金属Be

内の＇Beのそれよりも1.5%

も短くなる乙とを見出しま : 

した（図）。この変化は今ま 刊

でにない世界記録です。と I 1"- .... 同. ．．圃
の実験結果の解明』こ、全 至剖「 ｜ ＼ 阿卜、ι吉1語
電子第一原浬計算手法を i剖Lよヱ旦ご止 勺』
用いた理論的解析を行い ： I々、 a凡 十岳
ました。＇Beが仁60の中心、に ＝ ｜｛‘る.) .. 、、 、＝

位置する場合』

合しない中性原子として 口tA 良丞千4孟＆•. 
振る舞い、L殻（2s）電子の 町「 ・.. 
原子核位置での電子密度

が大きくなることが分かり

ました。ほかの放射性同位 温度以における仁60に内包された＇Bおよび
体の半減期も大きく変化 金属Be内の7Beの壊変率と測定時間の関係

（壊変曲線）。図内にK殻（1吋とL殻（2吋の動濯
すると世の中も変わるの 分布関数を示す。
ですが日目。



京都大学原子炉実験所・技術職員
荻野晋也さんに聞く
Ql：原子炉実験所に来たいきさつについて
私がとの実験所に来たきっかけは、就職試験のーっとしてこちら

を受験したことでした。折しも、私が受験したときの世の中の話題と
言えば『東日本大震災と原発事故』でした。とのととから、私は『自分

の知識で原発の事故に対して何ができるか」と考えるようになりまし
た。そして、国立大学職員採用試験の筆記試験に合格し、原子炉実験

所の原発事故に対する取り組みについて知りました。もともとは地
元の水道局に行きたいと考えていたのですが、実験所の業務内容を

知ったことから、こちらに就職するに至りました。

Q2：現在の仕事について
現在、私はKUR（研究用原子炉）関係を担当しています。業務内容
は主に、KURの運転と、KURの冷却体系の保守管理をしています。保
守管理については、冷却水を運ぶポンプや、冷却水をきれいにする

設備のお世話をしています。原子炉にとって冷却水は、人にとっての
血液とも言えるほど大事なものですので、その扱いには十分な注意

を払っています。

Q3：大：学で勉強したととについて
私は大学にて、天文学を専攻していました。研究室では宇宙空間
で発生する『星々 の強力な重力による光の屈折』について研究しまし

京都大学大学院理学研究科化学専攻
紋射線生命科学研究鰐門紋射線機能生化学研究分野
藤井研究室・鈴木結さんに聞く
Ql：原子炉実験所での学生生活はし、かがで、すか。

忌初は様々 な手続きや講習があり大変でしたが、約4ヶ月たって乙
乙での生活にもだいぶ慣れてきました。普段は学生居室と実験室を
行ったり来たりしています。原子炉実験所は緑がいっぱいで、外を歩く
のが気持ちいいですね！でも虫が元気いっぱい突っ込んで、くるので、

びくびくしながら歩いてます（汗）。
Q2：現在の研究テーマを易しく教えてください。
私たちの体は蛋白質からできており、その蛋白質はアミノ酸から

構成されています。グリシン以外のアミノ酸にはL型とD型の2種類の

構造が存在しますが、生命体を構成するアミノ酸はL型のみと考えら
れてきました。しかし近年の研究から、アミノ酸の 種であるしアス

パラギン酸が加齢や紫外線等によりDーアスパラギン酸となりにれを
異性化という）、加齢性疾患と関連がある乙とが示されました。蛋白

質は、特定の立体構造に折りたたまれるととによりその機能を発揮
するため、蛋白質中のアミノ酸が異性化すると立体構造が変化し、機

能が失われ疾患の原因となる可能性があります。私は

皮膚に焦点を当てて研究を行っており、紫外線を照射
した皮膚の蛋白質中で、アスパラギン酸が異性化して
いる部位があるか分析しています。紫外線が皮虜老化

に影響を及ぼすことは有名ですが、これをアミノ酸の

異性化という観点で明らかにできればと考えています。
Q3：将来目指しているζとを教えてください。

現在はマウスの皮膚を用いて実験しているのです
が、最終的にはヒ卜の皮膚に応用したいと考えていま

す。マウス皮膚中の異性化部位と似たアミノ酸配列部

た。また高校教員も目指していたので教職課程も履修し教員免許も
取得しました。アトムサイエンスフェアやゅうゅう大学などのイベン

卜を通じて、子どもたち
の理科教育にも携わっ

ていきたいと考えてい
ます。

Q4：趣味について
趣味は沢山あります。

スポーツをする、自動車

でドライブする、旅行に
出かける等多岐に渡り
ます。

。。。＠＠
荻野晋也（おぎのしんや）
生年月日昭和62年3月8日
出身地京都府京都市
略E京都産業大字理宇都噛理科学科率量

いる部位とそうでない部位のヒ卜の皮膚や、年齢別のヒ卜の皮膚で
比較しながら分析してみたいですね。
Q4：趣味は何ですか。

趣味はいろいろあるのですが、最近ヨガを始めました。結構筋力

がいるので思った以上にしんどかったのですが、研究生活で太らな
いよう続けていきたいですね。
QS：関西の印象とお国自慢を聞かせてください。

関西にきてまず驚いたのは、毎日力ラッと晴れてることですね。私

の出身地である山形県酒田市は、曇りでじめっとしている日が多かっ
たので。お肌のためにも紫外線と乾燥対策をしっかりしないといけ
ませんね1お国自慢ですか。田舎なので特に観光名所もないで、す

し・・・やっぱり食べ物がおいしいことですかね。庄内平野という米所
があり、果物もいろいろ作っています。うちの近所は畑や田んぼを所
有している家が多く、よく野菜をおすそ分けし合ったりしてました。お

酒もおいしくて、との間学生部屋の先輩方にお土産lとしたら喜んで
いただけました』

位がヒ卜の皮膚の蛋白質中に存在すれば、ヒ卜の皮膚 揖木結（すずきゆい｝
でも異性化している可能性が高いと考えられます。そ 出身地山形県置田市

出身大字。新調大学理学部化学科
のような部位が見つかれば、紫外線によくさらされて
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ASK WORLDレポート ・・－．． 
熊取滞在記 ．． 
原子力安全基盤科学研究プロジェクト ーー ーー
インターンシップ留学生BelkacemiLisaさん
Konnichiha mina-san. I am Belkacemi Lisa, a 20-years-old from 

France. I am a student of 4th year of materials chemistry and 

engineering in the Pol沢氏hnicSchool of the University Pierre et 
Marie仁urie,in. At白rst,I was very glad to be accepted as an 

internship student of Research Program for Scientific jlasis of 

Nuclear Safety in Kyoto University Research Reactor lnst(tute and I 

am grateful to my teachers' help for setting up the internship. I 

especially want to thank Prof. Yamana for accepting to welcome 

me, Ms. Nakatani who took care of me every time, Drs. Uehara, 

Shibahara and Kubota for teaching me many things. Indeed, I had 

experimental for electrochemistry of uranium at hot laboratory 

U引ngglove box and also could analyze some environmental 

samples taken from Fukushima prefecture with using mass 

spectrometers. In addition to the interesting experimentals, I had 

an oppo同unityto tour the nuclear reactor room during its 

operation at 5 MW. I realized that sciences contribute not only for 

studying and finding new things, but also providing safety and 

morecomfo同ablelife. 

I had a chance to taste a Japanese traditional pickle made of 

eggplant(mizunasu), when I was invited by a French woman in 

Kumatori city. It was so delicious that I will try to p陀pareit by 

myself in France. We enjoyed talking about cultural differences 

between Japan and France as well as playing mahjong! 

I enjoyed wonderful cities like Osaka, Kobe, Nara and Tokyo. It has 

been always said in France that Japan is consisted of a harmony 

between traditions and technologies, and I found it is quite true 

and very impressive to see it by my own eyes. I had the chance to 

feel an historical atmosphere by visiting Osaka castle, and I was 

surprised at well-organized仁川racterof Japanese people who 

make a line when they wait for trains at the station. 

I am truly grateful to everyone in this institute for their hospitality. 

京都大学原子炉実験所では、平成25年4月6日（土曜日）に毎年恒
例の原子炉実験所般公開を実施しました。昨年度と異なり、桜はお

わりかけの、しかも雨天でした。くわえて、爆弾低気圧発生のため不要

不急の外出を控えるよう気象ニュースなどで呼びかけがあったにも

かかわらず、444名の方々（他、桜見物のみの方々は14名）がお越しく

ださいました。開催中は風も雨も強くなかったのが幸いで、した。

見学施設は、研究用原子炉・ホットラボラ卜l人イノベーションリ

サーチラボラ卜リ（FFAG加速器）および放射性廃棄物処理設備の3

か所です。前者2か所については、見学者の皆さんにグルプツア
を行いました。参加人数の全数は、研究用原子炉・ホットラボラトリ

が383名、イノベーションリサーチラボラ卜りは168名でした。

事務棟会議室では、アトムサイエンスラウンジ、と銘打って、ミニレ

クチャ 形式による原子炉実験所の研究成果（「放射線蛍光プラス

チック」と福島原子力災害対策の一環として活動している「GPS連動

型放射線自動計測システム（KURAMA）」）の紹介、原子燃料工業のご

協力による電子線照射利用に関する展示を含む放射線の有効利用

に関する展示や放射線測定機器などの展示を行いました。

図書練会議室では、アトムサイエンススクールと銘打って、放射線

6 

I even don’t feel homesick at any moment! 
I wish all students of internship could have the chance to study 

with so agreeable and warm-hearted profess旧nalpeople. 

こんにちは。フランスから来た、ベルカセミ・リサ20歳です。ピ工

lレ・工・マリー・キューり一大学の4年生で材料工学を学んでいます。

京都大学原子炉実験所に原子力安全基盤科学研究プロジ、工ク卜の

イン亨 ンシップ留学生として受け入れていただきうれしく思い、ま

たサポートいただいた先生方に感謝しております。山名教授には、と

ても暖かく迎え入れてくださって感謝しています。事務の仲谷さんlζ
は、生活面でサポー卜して頂きました。ホットラボラトリーでは、グ

ロ ブボックスを用いたウランの電気化学実験を上原先生に、福島

県で採取された環境試料の質量分析装置を用いた実験を芝原先

生、窪田先生にご指導いただきました。また、5メガワット運転時に研

究炉¢炉室を見学する機会をいただきました。科学は、新しいととを

研究し発見するためだけではなく、より安全で快適な社会へと導くた

めのものであるととも実感しました。

熊取町在住のフランス人女性のお宅に食事にご招待頂いた時、日

本の昔からある茄子の漬物（水ナス漬）をいただきました。とてもお

いしかったので、フランスで、も作ってみたいと思います。彼女とは日

本とフランスの文化の違いについて話し合ったりマージャンをしま

した。観光で京都、大阪、神戸、奈良、東京にも訪れました。フランスで

は、日本は伝統と技術の調和で成り立っていると言われていますが、

実際に見て、とても素晴らしく心に残りました。大阪城で、は日本の連

綿たる歴史を感じ駅では電車を待っときに1列に並ぶ日本人の九
帳面な性格に驚きました。

私は、実験所の皆さんの温かいサポ 卜のおかげで、ホムシッ

クは全然感じませんl

乙れからやってくる

インヲーンシップの学

生たちも、実験所のみ

なさんのように温かく

思いやりにあふれた研

究者の方々と研究する

ことができるよう切望

しています。

回品

戸高’if¥

を目で見る霧箱工作実験ならびに潜望鏡やベンハムのコマ作りを

行う科学工作コ ナを設けました。また、同棟の口ビでは、原子

炉の模型や施設紹介のパネルの展示とともに、原子炉のしくみ・研

究内容の紹介ビデオコーナーを設けました。

今後ともとのような機

会を通じて、地域住民の

方々を含む、より多くの

方々に、原子力とそれを

支える基礎的な科学へ

の理解の場を提供して、

原子炉実験所における

研究・教育活動について

ご理解とご協力が得られ

るよう努力いたします。

最後に、今回の一般公

開の開催にあたりご協力

くださいました皆様方に

感謝の意を表します。
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第48回学術講演会を平成26年1～2月中の2日間で開催
する予定です。今回も、原子炉実験所で行われた共同研究・共
同利用研究の成果発表を中心（；：講演会を行います。

。開催場所京都大学原子炉実験所事務棟大会議室（口頭発表）
同 図書棟会議室（ポス予一発表）

日程、講演申し込み等、詳細については、実験所ホムペジをご覧ください。
(httpJ/www.rri.kyoto-u.ac.jp/pr/event_intro/e_sci_lecture) 
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’M富市z，申窃淘，~.主主tむを三重,!i Wf1Jr.;i:.l 1t沼：－

アトム（原子）や放射線に関する簡単な実験や展示物を通じて、
科学の楽しさやおもしろさを体験できるイベントを開催しますロ

叫 ・開催日：平成25年10月20日（日）13泊0～16:00
・場所：京都大学原子炉実験所 ・対象小学生～中学生
・定員50名 ・参加費：無料
申込期間平成25年ω月1日（火）～平成25年10月6日（日）
（申込数出定員を超えた場合は抽選を行い、当選受付番号をホーム
ページに発表します。発表日などはホームページをご覧ください。）
申込方法以下のホムペジよりお申し込みください。
(h壮pJ.ハNWW.rri.kyotou.ac.jp/public/asf/) 
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平成26年度共同利用研究の公募を行っております。

＊共同利用研究

女研究会（ワークショップ・専門研究会）
提出締切日：平成25年11月8日（金）必着
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＊臨界集合体実験装置共同利用研究
提出締切日：平成26年1月上旬予定

公募要項・申請書は下記URLからダウンロードしてご利用くださし、。
, ・1 (httpJ/www.rri.kyoto-u.ac.jp/JRS/kobo/kobo/htm) 
汁 園公募に関する照会先
京都大学原子炉実験所共同利用掛
TEL:072-451-2312 FAX :072-451-2600 
Eメールアドレスkyodo2312@rri.kyoto-u.ac.jp

空豆主二三一一一~ー．士ヨー一一~－

刷；：，馬il:"•~i師事副tetW正司雨WftJr.語司 I［沼：－

「関西を襲う巨・大地震の正体と被害軽減化対策」と題して、
この分野の第一人者の先生が分かりゃすくお話しいたします。

・開催日：平成25年10月26日（土）14:00～16:30 
・場所：熊取交流セン安一（煉瓦館）「コットンホール」
・定員180名（先着順）
・対象：中学生～般 ・参加費無料
4 申込方法：当日会場にお越しください。
詳細については、実験所ホームページをご覧ください。
(httpJ/www.rri.kyoto-u.ac.jp/pr/event_intro) 
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次号以降のIi!布を希望される方は、総務鋳
までご連絡ください。

ご意見、ご感想をお待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメールでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務掛
〒590-0494大阪府泉南郡熊取町朝代酉2丁目
花L.072-4512310 
FAX.072-451-26日O
Eメールアドレスsoumu2@rri.kyoto-u.ac.jp
ホムペジhttpJ/www.rri.kyotou.ac.jp/ 

・本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載することは
法律で定められた場合を除き、著千骨置の侵害となリます。




